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小
浜
町
の
対
岸
に
は
大

飯
原
発
が
あ
り
、
西
に
は

高
浜
原
発
が
あ
る
。

　
高
浜
原
発
へ
の
冷
却
水

の
取
水
路
を
渡
り
、
半
島

の
先
端
に
近
い
蔕
ヶ
崎
か

ら
、
高
浜
原
発
一
、二
号
機

が
目
の
前
だ
。
そ
の
間
の

海
に
は
釣
り
の
為
の
筏
が

浮
か
べ
ら
れ
て
い
る
。
釣

り
客
の
為
、
ト
イ
レ
も
つ

い
て
い
る
。

　
桟
橋
に
は
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
し
た
客
が
戻
っ
て
来
た
。

　
原
発
ま
で
僅
か
一
キ
ロ
。

事
故
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
る

に
も
原
発
の
傍
を
通
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

高
浜
原
発
が
見
え
る
福
井
県
大
飯
郡
高
浜
町

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月

お
お
い

へ
た

高浜原発 大飯原発

美浜原発

敦賀原発
高速増殖炉もんじゅ

ふげん

小浜町高浜町

会津磐梯山の大爆発を見ると・・・
　

明
治
二
一
年
会
津
磐
梯

山
は
、
地
鳴
り
な
ど
の
前

兆
現
象
が
あ
っ
た
が
、
特

に
問
題
視
さ
れ
な
か
っ

た
。
半
月
後
に
大
爆
発
。

山
体
崩
壊
と
な
り
、
川
が

せ
き
止
め
ら
れ
、
桧
原

湖
、
小
野
川
湖
や
五
色
沼

等
が
で
き
た
。
こ
の
時
、

四
七
七
人
も
死
亡
。

セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
火
山

　

米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州

に
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
山
が

あ
る
。
一
九
八
〇
年
、
地

震
を
契
機
に
避
難
命
令
。

が
、
一
部
の
住
民
は
「
噴

火
は
な
い
」
と
避
難
を
拒

否
。
二
ヶ
月
後
に
山
が

四
百
ｍ
も
低
く
な
る
大
爆

発
。
多
数
の
住
民
が
九
ｍ

の
灰
の
下
に
な
っ
た
。

川
内
原
発
で
は

　

川
内
原
発
の
再
稼
働
申

請
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

い
く
つ
か
の
巨
大
カ
ル
デ

ラ
の
巨
大
噴
火
を
巡
っ
て

論
議
が
さ
れ
た
。
原
子
力

規
制
委
は
監
視
を
強
化
す

れ
ば
噴
火
の
前
兆
の
把
握

は
可
能
と
云
う
。し
か
し
、

日
本
火
山
学
会
は
噴
火
の

数
年
前
に
予
測
す
る
こ
と

は
不
可
能
と
云
う
。

噴
火
す
る
か
も
・
・
・

　

も
し
、
噴
火
の
予
兆
を

捉
え
た
学
者
が
い
た
と
し

よ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
、
原
発
側

が「
噴
火
に
は
至
ら
な
い
」

と
云
う
火
山
学
者
を
担
ぎ

出
せ
ば
、
議
論
は
果
て
し

な
い
。

　

短
期
で
決
着
が
つ
く
と

も
思
え
な
い
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
内
に
、『
想
定

外
の
噴
火
』
と
な
る
の
で

は
？

　

例
え
、
噴
火
の
前
兆
だ

と
原
発
側
が
判
断
し
て

も
、
短
期
間
に
全
燃
料
棒

を
抜
い
て
安
全
な
所
に
輸

送
で
き
る
か
？

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


